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第２回 貝塚市立義務教育学校開校準備委員会 議事要旨 

 

◼ 日 時 令和 4年 8月 29日（月）19時～20時 

◼ 場 所 二色小学校 ランチルーム 

◼ 出席者 八野委員、三野委員、下村委員、佐藤委員、成川委員、浅井委員、貴志委員、 

    宮瀧委員、楢﨑委員、秦委員、その他事務局職員 

◼ 会議概要 

1. 会長及び副会長の選任 

 宮瀧委員が会長に選任されました。 

 会長の指名により、成川委員が副会長に選任されました。 

 【宮瀧会長就任あいさつ（概要）】 

   私は、かつて教育委員会に在籍時に、第五中学校区の小中一貫教育のスタートに携わ

りました。そして今年度から第五中学校の校長に赴任し、義務教育学校のスタートに携

わることになりました。 

   先日、二色小学校と第五中学校の教職員による合同研修会を開催し、義務教育学校の

準備を進めるにあたり、私から３点、指示しました。１つ目は「子どものために」、２つ

目は「柔軟で豊かな発想」、３つ目は「コミュニケーション」です。 

   迷ったときは原点に帰って子どもにとって何が最善かを考える、柔軟で豊かな発想を

もって取り組む、小中学校の教職員同士が積極的にコミュニケーションをとる、これら

を念頭に置いて、新しい学校をつくっていこうと教職員に話しました。 

この準備委員会は、学校、保護者、地域住民、教育委員会が力を合わせ、子どもたち

の未来のための、そして地域の誇りとなる学校をつくる場であると思っています。 

それぞれの立場から意見を出しあい、良い学校をつくっていきましょう。 

よろしくお願いいたします。 

 

2. 議 事 

(1) 校名案アイデア募集について 

 前回委員会で決定した内容をもとに、事務局が今後のスケジュールを提案しまし

た。 

学校名が決まったあと、12 月末から校章・校歌についてアイデア募集を行い、そ

の他の項目も合わせて、２月に住民アンケートを行うことを提案しました。 

→委員から、給食や制服などについては、校名が決まる前でも住民アンケートが実施

できると思うし、早く決まれば早く準備にとりかかれるのでは、との意見があり、

・９月 学校名のアイデア募集 

・10月 委員会で応募アイデアから何点かピックアップし、住民アンケート

を実施 

・12月 結果を集計し、学校名を決定するため、学校設置条例の改正を議会

に上程 

議決により学校名が決定 
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事務局で住民アンケートの素案を作成し、次回の委員会で内容を協議し、実施時期

を早められるか検討することになりました。 

 事務局が、校名案のアイデア募集について説明しました。 

 →委員から次のような意見があり、様式を変更しました。 

・今回は投票ではなく、アイデア募集であることを明記したほうがいい。 

・１世帯で２人以上が応募する場合、用紙をコピーして応募してもいいというこ

とを書いておくべき。 

・住所欄に郵便番号と、「貝塚市二色」まで書いておいてあげた方がいい。 

 (2) グランドデザイン（案）について 

 事務局が、新たな義務教育学校における教育活動の指針となるグランドデザイン

（案）について説明しました。 

→委員から次のような質問や意見がありました。 

・SC（スクールカウンセラー）や SSW（スクールソーシャルワーカー）は専属で配

置されるのか。 

 （会長回答）SC は現在も二色小学校と第五中学校に１人配属されており、学校

が１つになることにより専属になります。SSWは現在と同じく、必要に応じて

派遣します。 

・GIGAスクール構想、TTについて説明してほしい。また、学校における ICT活用

とはどのようなものか。 

 （会長回答）GIGA スクール構想は、児童生徒１人に１台タブレット端末を配置

する政策、TTはチームティーチングの略で、１クラスに複数の教員を配置し、

チームで授業を行うことを指します。また、学校における ICT 活用には、電

子黒板やデジタル教科書の導入などがあります。 

・汎用的能力とはどのようなものか。 

 （会長回答）知識を詰め込むだけでなく、様々な場面で活用する力を指します。 

 宮瀧会長がグランドデザインについて、「グランドデザインは学校の教育活動の設

計図であり青写真となるものであり、教職員と考えて作成した。今まで二色小学

校と第五中学校で大切にしてきた教育をさらに発展させるとともに、新しい教育

をめざし、最先端の学びの実現を目標としている。社会と結びついた教育の実現

のために、自分から課題意識をもって解決しようとする『主体性』や、人との対話

の中で答えを導き出す『対話的』な学びを大切にしていく。一人ひとりの学びを大

切にし、誰一人取り残さない学校、地域に誇れる未来に開かれた学校をつくって

いきたい。」と説明しました。 

 

3. その他 

 義務教育学校の PTA 組織に関して、八野委員及び三野委員が二色小学校及び第五

中学校の PTA役員の意見を報告しました。 

・二色小学校 PTA役員意見 

PTA の意見をまとめたり、会費を徴収したりすることを考えると１つの組織に
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ならざるを得ないのではと考える。他の義務教育学校がどのように組織を運営

しているか聞いてみたい。 

 ・第五中学校 PTA役員意見 

１つの組織にすべきと考える。現在役員 6 人で運営しているが、今後は１つの

組織にすることで活動内容を見直し、負担を軽くすべき。 

 次回会議は 9月 28日(水)19時からに決定しました。 

 


